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1 背景 

本演習では筑波大学周辺におけるカラス

の騒音問題を中心に取り扱う。班員の意見

として、筑波大学周辺一部地域では早朝・夕

方におけるカラスの騒音が顕著で、生活に

支障をきたすほどである、という意見が出

たため、本格的に調査研究を行うこととな

った。 

2 研究目的 

我々は本研究の目的としてカラスの騒音

被害の解決策を明らかにし、実現に向けた

道筋を明確化することを掲げて研究を進め

ることとした。また研究の流れとしては三

つの RQ を解決する形となる。一つ目が、

そもそもカラスの生態はどうなっているの

か、二つ目はカラス被害が実際に起きてい

る春日４丁目ではどうなっているのか、ま

た最後にそれらの被害はどのように解決に

向かっていくべきなのかである。 

3 カラスの 1日(生態) 

カラスは日の出前にねぐらを出ると一度

ねぐらの近くで集合する。日中は違う場所

で活動し、日没前にねぐらの近くで一度集

合してから一斉にねぐらに入って寝る。こ

のねぐらに入る前に一度集まる行為を「帰

塒前集合」といい、この時カラスは高いとこ

ろからねぐらの安全を確認している。これ

によりカラスが大量に集まることで大きな

騒音や糞害が引き起こされてしまう。 

4 研究対象場所 

以上のことから、我々は春日４丁目のフ

ァミリーマート前の森がカラスのねぐらと

なっている可能性が高いと推察して、この

場所を研究対象場所として選定した。 

5 調査 

実際カラスの騒音がどれほどのものなの

か現地に行って調査を行った。カラスの 1

日を調べることでうるさく鳴く傾向がある

とわかった早朝と夕方に行った。 

初めにカラスの羽数と騒音の相関関係を

明らかにするための調査で、行った時間帯

はおおよそ 15 時-17 時である。 

羽数に関しては帰塒前集合がみられる鉄塔

と電線の写真を 5 分ごとに撮ってカウント

し、騒音はスマートフォンのデシベル計測

アプリを使用して 10 分おきに各時間で 10

－20秒計測し、その平均と最大を分析した。

このとき車などほかの要因の音は入り込ま

ないようなタイミングを見計らった。 

調査場所は羽数カウントが KASUMI のテ

ラス、騒音計測が春日 4 丁目のファミリー



マート駐車場である。 

 

 

 

 

 

 

結果は上の図のようになった。羽数は 

16:30 ごろから急激に増え始め、16:50 ごろ

にピーク、騒音は 2 時間程度続き、17 時前

後がピークだった。 

これにより羽数と騒音の大きさには相関関

係があることが分かった。 

次に先ほどと同じ方法で早朝にも調査を行

った。先ほど羽数との相関は明らかになっ

たのでこちらの調査は騒音計測のみ 

である。 

結果は上の図のようになった。騒音は約 1

時間続き、ピークは 5:30 ごろであることが

わかった。 

6 ヒアリング① 

6-1 調査方法 

10/30 に、つくばでカラスの研究を行っ
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研究員の吉田保志子先生にお話をお伺いし

た。主な質問内容は(1)なぜこのエリア（春

日四丁目の一角）にカラスが集結するのか

(2)カラスの騒音の抑制のために、どのよう

な対策が有効と考えられるか、の 2 点であ

る。 

6-2 調査結果 

（1）現在の研究学園駅周辺に存在した旧自

動車研究所に住んでいたカラスが開発によ

りこちらへ移動してきた可能性を挙げてい

た。 

上の二枚の写真は

同じ場所で違う年代に撮影された航空写真

である。旧自動車研究所は左の写真にある

楕円状の道に囲まれたエリアで、写真を見

比べると確かに緑が急激に減少してしまっ

たことが読み取れる。 

 また吉田先生は、近年カラスの都市化が

起こっていることを一因として挙げていた。

都市部には生ゴミといった餌が豊富であり、

鷹などの天敵も少ない。加えて人間がいる

ことにより夜でも明るいため、もし天敵が

ねぐらや巣に近づいてきても気づきやすく

なる。そうしたことからつくばには筑波山

という自然豊かな場所があるにも関わらず、

人間の暮らしている春日四丁目にある森を

ねぐらにしているのではないか、と吉田先

生はおっしゃっていた。 

 (2)吉田先生によると、カラスがねぐらで

ゆっくり寝られない環境を作ればねぐらを

移動させることは可能であるかもしれない

そうだ。だが、ねぐらの移動先で現在よりも
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ひどい被害を生む可能性があるため注意す

る必要があると懸念の声を挙げていた。 

7 既存の対策事例 

 ヒアリング調査の内容を踏まえて、私た

ちはカラスを追い払うための対策をいくつ

か調べた。ワイヤーやネットでカラスが止

まれないようにする方法、CDや超音波でカ

ラスを刺激する方法があった。他の対策と

して、中間発表時に甲斐田先生がおっしゃ

っていたごみ対策があるが今回に関しては、

羽数調査によって昼間のカラスの数が少な

いことが分かっているので、これは有効的

でないという結論になった。また、カラスが

鳴き声で意思疎通するという特徴を利用し、

複数の方向からスピーカーを用いて、カラ

スを特定の方向へ誘導するという対策もあ

った。これは株式会社CrowLab というとこ

ろが実際に実験、成功している。これなら自

分たちでもできると思い、私たちはスピー

カーを用いて、カラスを追い払うことがで

きるのか試した。誘導先の候補としては、洞

峰公園を考えた。理由として、洞峰公園には

春日 4丁目の 3倍もの大きさのカラスのね

ぐらがあるが、それが公園内部にあるため、

周囲の住宅地や研究施設への影響が少ない

からである。12月 2日に私たちは筑技術大

学付近の森で、カラスの天敵の鷹の鳴き声

を流してみた。映像では、鳴き声を流した直

後にカラスが一斉に飛び立った。これによ

り、カラスを追い払うこと自体はできた。た

だ、安全面に配慮して、カラスを集めること

はしなかったため、問題の解決には至って

いない。 

8 イーアスつくばでの事例 

私達は以前イーアスつくばの屋上に大量

のカラスが集まっていた時期があるという

事例を聞きつけ、イーアスつくばにヒアリ

ングを行った。今回私たちのヒアリングを

受けてくださったのは、大和ハウスリアル

ティマネジメント株式会社の三橋栄二様で

ある。三橋さんはイーアスつくばのカラス

対策を担当しており、カラスの生態につい

て調べたうえで、業者に依頼するなどして

いくつかの対策を試した。 

初めはつくば市が貸し出しているCDで

カラスの警告音を流す方法を行った。はじ

めはカラスを追い払うことが出来たがカラ

スはすぐに慣れてしまい短期間しか続かな

かった。 

 

 

次に、三橋さんは害鳥駆除などを行う業

者に依頼をし、紹介されたセンサーバード

という機械で音と動作でカラスを驚かす方

法を試した。しかし、お客さんからの苦情

が来てしまったり、小さな子供が泣いてし

まったりしたことで短期的に終わった。 

最終的には、駐車場の柵と窓にワイヤー

とネットを貼るという方法を試したとこ

ろ、騒音などもなく一番長期的に続けるこ

とが出来た。これによりカラスはほとんど

来なくなったのだ。 

三橋さんは、カラスがいいやがる環境を

根気強く作り続けることが大切だとおっし

ゃっていた。 

そこで、私たちは建造物であるイーアス

つくばと森だと話が違ってくる可能性や予

算の出どころなどのどの不安がありながら

センサーバード 



も三橋さんが依頼した業者を紹介してもら

った。 

9 業者に聞き取り 

イーアスつくばで紹介していただいた御

者である、株式会社シー・アイ・シーにヒア

リングを行い、効果的な対策を提示してい

ただいた。株式会社シー・アイ・シーは主に

ショッピングセンターやオフィスビルで害

虫・害獣・害鳥の被害対策を請け負ってい

る。ヒアリングを受けて、春日 4 丁目の森

で最も有効と思われる対策は鳥おどしと呼

ばれる道具であることがわかった。鳥おど

しとは一定時間ごとに鳥を脅かす道具であ

り、２〜３ヶ月ほど効果がある。具体的には

ゴルフ場で用いられており、かなりの効果

が得られている。 

10 解決までの道のり、流れ 

さらに、私たちは筑波大学新聞社から取

材を受けた。現在、筑波大学新聞への掲載が

検討中であり、掲載されることによってカ

ラスの騒音問題を筑波大学に認知・学生に

再認識させることが可能である。 

これらのことから、解決への道のりを提

案する。本当は自分たちで解決したいが、安

全面や資金面から対策の実行はできない。

そこで、まず、大学側に動いてもらうことを

考えた。個人で大学側に提案するのではな

く、学生の意見を学校に提示する組織であ

る、全代会を活用する。全代会に提出する根

拠として、株式会社シー・アイ・シー様から

受け取る見積書から得られる現実可能性と

筑波大学新聞への掲載による問題の深刻さ

を示す。 

具体的には、カラスの集団化がホットな

時期は秋頃２〜３ヶ月程度であることが生

態調査からわかっているため、鳥おどしセ

ットを用いて継続的に対策を実行し、春日

4 丁目におけるカラスの騒音の被害が軽減

されることを目標とする。 
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